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ClassNKは、ガイドラインに基づいた計算プログ
ラムを作成し、配布しています。このプログラム
により、容易に最適な軸受けの位置を定めること
ができます。

このガイドラインに基づき軸系アライメントに関する規則及び検査要領が定められています。

近年船舶の大型化及び低回転化に伴い軸系の剛性が増していることに
対し、船体は大型化などによって軟らかくなっているといわれています。
これが原因と考えられ、極少数ではありますが、近年オイルタンカーや
バルクキャリアのような喫水差の大きい船舶に搭載の主軸受損傷が報告
されています。そこで、長年蓄積された経験及び最新の研究成果を反映
させ、「軸系アライメント設計指針」を作成しました。このガイドライン
により最適な軸受けの位置を定めることができます。
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